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私の研究私の研究

19621962年年44月　京都大学大学院月　京都大学大学院

薬学研究科薬学研究科

薬品製造学教室薬品製造学教室

19621962年年以来ペプチド研究に従事以来ペプチド研究に従事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　現　在　　　　ペプチドを基盤と　　　現　在　　　　ペプチドを基盤と

　　　　　　　　　　　する医薬品開発　　　　　　　　　　　する医薬品開発





新規医薬品開発の必要性新規医薬品開発の必要性
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１）表頭の死因名はICD-10による
２）平成６年までの数値は旧分類によるものである。
　　「肺炎」←「肺炎及び気管支炎」（分類変更）、「肝疾患」←「慢性肝疾患及び肝硬変」（分類変更）
３）心疾患は高血圧性を除く。

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部 「人口動態統計」

主要死因別に見た死亡率



障害調整平均余命障害調整平均余命 歳歳

11 日本日本 74.574.5

22 オーストラリアオーストラリア 73.273.2

33 フランスフランス 73.173.1

44 スウェーデンスウェーデン 73.073.0

55 スペインスペイン 72.872.8

66 イタリアイタリア 72.772.7

77 ギリシャギリシャ 72.572.5

88 スイススイス 72.572.5

99 モナコモナコ 72.472.4

1010 アンドラアンドラ 72.372.3

平均寿命に占める障害を有平均寿命に占める障害を有
する期間する期間

％％

11 ギリシャギリシャ 7.07.0

22 イギリスイギリス 7.17.1

33 オーストリアオーストリア 7.47.4

44 スペインスペイン 7.57.5

55 イタリアイタリア 7.77.7

66 オランダオランダ 7.77.7

77 フランスフランス 7.87.8

88 日本日本 7.97.9

99 オーストラリアオーストラリア 8.08.0

1010 ベルギーベルギー 8.08.0

〔資料：World Health Organization “The World Health Report 2000”〕

新規医薬品開発の必要性新規医薬品開発の必要性
健康寿命
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高血圧の薬（１）高血圧の薬（１）

アンジオテンシ II

アンジオテンシノーゲン

アンジオテンシン
変換酵素

血圧上昇

アンジオテンシン
変換酵素阻害剤
（カプトプリル）

アンジオテンシ I



高血圧の薬（高血圧の薬（22））

アンジオテンシ II

血圧上昇

アンジオテンシ II
受容体

受容体
拮抗薬
（ブロプレス）



私の医薬品開発私の医薬品開発



酵素阻害剤及び酵素阻害剤及び

アゴニスト・アンタゴニストのデザイとアゴニスト・アンタゴニストのデザイと

医薬品開発への応用に関する研究医薬品開発への応用に関する研究



特異的阻害剤の開発特異的阻害剤の開発
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Plasmin               : IC50 = 0.53 µM
Plasma kallikrein: IC50 = 30 µM

Plasmin               : Ki = 390 µM
Plasma kallikrein: Ki = 0.81 µM

YO-2 PKSI-527

Bioorg. Med. Chem. Lett., 10, 2217-2221 (2000) 



鎮痛剤鎮痛剤

投与方法（モルヒネとの比較）

脳室内投与脳室内投与 5050～～6363倍倍
皮下投与皮下投与 0.630.63
経口投与経口投与 0.420.42



抗がん剤抗がん剤



アルコール依存症に対する薬アルコール依存症に対する薬





研究活動と知的財産保護研究活動と知的財産保護

1.医療系学部　健康の維持、増進

2.文・社会学部系　暮らしに貢献

1.医療系学部　健康の維持、増進

2.文・社会学部系　暮らしに貢献
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